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　金沢市が建設を進めてきたサッカー専用競技場「金沢スタ
ジアム」が、日に行われたツエーゲン金沢対カターレ富山
のスペシャルマッチをもってオープンした。同スタジアムは
北陸地方では初めてのＪリーグ規格の施設で、市民や子ども
たちにとって大きな〝励み〟になるだろう。設計は梓設計、
施工は熊谷・植木・鈴木・北陸工建ＪＶらが担当した。

　この度、長年にわたり親しまれてきた金沢市民サッカー場
が、「金沢スタジアム」として、２月日、新たに生まれ変
わりました。
　今回の再整備により，人規模の、北陸初Ｊリーグ規格
を満たすフットボール専用スタジアムとなります。
　臨場感あふれる観戦環境の中、トップレベルの試合を目の
前で体感することで、子どもたちの夢と憧れの舞台となるよ
うな魅力的なスポーツ施設となることを大いに期待しており
ます。
　また、今回の整備においては、ふるさと納税制度によるク
ラウドファンディングやネーミングライツ制度を導入するな
ど、多くの方々からのご支援をいただきました。
　今後も、市民に愛される「みんなのホームスタジアム」と
して、さらなる機運醸成を続けてまいります。
　どうぞ、金沢市のホームタウンチームであるツエーゲン金
沢のホームスタジアムにぜひお越しください。
　最後に、オープンにあたり、ご協力いただきました関係の
皆様方に心より感謝申し上げますとともに、今後益々のご発
展をご祈念申し上げ、ご挨拶といたします。

　約１万人収容の北陸初のＪリーグ規格フットボール専用スタジアム
　サッカーファンだけでなく、日常的に誰もが気軽に訪れる事ができ、
さらにスポーツツーリズムの新たな拠点として、観光名所金沢に相応し
いおもてなしのスタジアムを目指した。

　おもてなしスタジアムを象徴するウェルカムゲート
　スタジアムは、金沢のおもてなし文化を象徴するウェルカムゲートで
人々をやさしく迎え入れる。間口約ｍ、無柱スパン．ｍの屋根で構
成され、ゲート越しには、特徴的に開かれたスタンド構成により金沢の
風景との呼応を図っている。さらにウェルカムゲートは、プロジェクシ
ョン等によりイベント時の演出性を高めるスクリーン機能と共に、ホー
ムサポーターの熱狂をピッチに届ける反響板として、スタジアムの一体
感、臨場感を高める機能を持たせている。

　多様な観戦体験価値を生むホスピタリティスタジアム
　スタンドからフィールドまで最短で７ｍと、フットボール専用スタジ
アムならではの臨場感を味わうことができる。メイン・バックスタンド
は、上層スタンドのコンコースを省略し、２層スタンドに一つのコンコー
スからアクセスする計画としている。．ｍのコンコース幅員を確保し、
混雑緩和とコスト縮減を両立している。また、多様な観戦スタイルを体
験できるバラエティに富んだ構成としている。ミックスゾーンの選手入
場を見送ることができる日本初のトンネルラウンジ、車椅子利用者もピ
ッチ付近で観戦できるフィールドシート、ファミリー利用しやすいキッ
ズスペース付のテラスシート、グループ利用できるソファシートなど、
多様な体験価値を生むホスピタリティ溢れる計画としている。

　人・公園・まちをつなぐ、日開かれたスタジアム
　誰もが安心して利用でき、地域の居場所となる開かれたスタジアムを
目指した。外周をめぐるペデストリアンデッキにより、コンコースや、
公園、周辺施設との連携性を高め、日常的にもにぎわいを生む計画とす
ると共に、道路を跨いだ公園敷地を繋ぐ安全な園路としても機能してい
る。バックスタンド１階のにぎわいスペースは、雨に濡れないピロティ
空間として、試合時は売店・飲食エリアとなるほか、日常時は隣接する
屋内交流広場（あめるんパーク）との連携や、イベント利用など、柔軟
な運用が可能な計画としている。また、災害時の活動支援施設として約
㎡の防災備蓄倉庫を整備し、防災機能向上にも寄与している。

　環境の変化を受け入れるエコスタジアム
　スタンドはコーナー部を開放し、南サイドスタンドの屋根を極力低く
抑えることで、日射量の少ない金沢においても、天然芝ピッチへの日照
と通風を確保している。効果的な段階整備を視野に、初期整備ではＪ２
基準の１万席を確保、将来Ｊ１基準の１万席への拡張を考慮し、北
側に余白を残した更新性あるＵ字型のスタンド構成としている。初期整
備費用を抑えた、持続可能なスタジアムのプロトタイプとも言える。コンコース　撮影：㈱エスエス北陸支店

ウェルカムゲート（ペデストリアンデッキ南側から望む）
撮影：㈱エスエス北陸支店
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◆プロジェクト名：金沢市民サッカー場再整備
◆場　　　　　所：金沢市磯部町ニ－１ほか（城北市民運動公園

内）
◆建　　築　　主：金沢市
◆設　　　　　計：株式会社梓設計
◆工　事　監　理：株式会社梓設計
◆監　理　協　力：株式会社山岸建築設計事務所
◆施　　　　　工：熊谷・植木・鈴木・北陸工建特定建設工事共同

企業体（建築）
米沢・ツボ・柴特定建設工事共同企業体（電気
設備）など

◆敷　地　面　積：７万，㎡
◆建　築　面　積：，．㎡
◆構　造　・　規　模：ＲＣ・Ｓ（一部ＳＲＣ）造、４階、延べ床面積

１万，．㎡、収容人員１万，人（うち
椅子席約，席）

◆工　　　　　期：年月１日～年９月日
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　金沢市のサッカー活動の新たな「聖地」として、そして、新たな挑
戦に臨むツエーゲン金沢のホームスタジアムとして、ここに金沢スタ
ジアムのご竣工を迎えられましたことを、謹んでお慶び申し上げます。
　また、金沢市長をはじめとする関係当局の皆様、工事関係者の皆様、
その他スタジアムの完成にご尽力をいただいた全ての皆様に深く敬意
を表するとともに、厚くお礼を申し上げます。
　現在の金沢市民サッカー場は、金沢市の市制百年記念事業として、
（平成３）年に整備され、第回国民体育大会のサッカー競技の
会場として使用された他、石川県のサッカーの「聖地」として、長き
にわたって親しまれてきました。

　今般、北陸初のＪリーグ規格を満たすフットボール専用スタジアム
「金沢スタジアム」として生まれ変わり、地域のサッカー競技者にと
っての新たな夢の舞台となります。オールシーズンでプレーが可能な
天然芝ピッチを有し、スタンド最前列からピッチまでの距離７～９ｍ
という臨場感あふれる観戦環境、雨天時にも快適に観戦できるよう全
ての観客席に屋根が整備されるなど、サッカー競技者にとっても、観
戦者にとっても、試合運営者にとっても、最高のサッカー環境となり
ました。
　地域のサッカー大会で利用することはもちろんのこと、国際大会や
大規模イベント等の開催も可能となります。今後、この金沢スタジア
ムで、性別、年齢、障害の有無等にかかわらず、広く市民・県民がサ
ッカーに親しみ、幾多のゴールや感動のドラマが生まれることでしょ
う。
　スポーツによる地域活性化や健康増進への期待が高まるなかにあっ
て、金沢スタジアムが真にこの地域の誇り・ふるさとの宝となること
を心から祈念して、お祝いの言葉といたします。
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